
 

 

 

 

 

 

 

この学年通信の名前は２組の磯川さんが考えてくれました。この青学年が星のように輝き、学校を引っ張ってい

けますように。そしてブルースターはメインの花ではなくて、脇役的な存在。輝く

だけではなく、裏でも支えていける学年になりますように…。花言葉は「信じあう    

心」。クラスメイトを信じながら、行事や受験に向かって進んでいけますように…と

いう思いが込められています。     昨日通勤時。土手道烏
からす

ニ羽。足元胡桃。     

殻割他力本願。故殻上通行。殻硬破壊不可 

烏一声鳴。胡桃咥飛翔。去際一瞥。恨目 

                  

※ 太字網掛けの社会は千草先生の社会になります。普通の社会は深谷先生の社会です。 

文学的文章の読解 説明的文章の読解 語句・文法・古典 漢字簿読み書き 作文

数・式の計算 １次方程式 連立方程式 １次関数 平面・空間図形 平行と合同 

三角形・四角形 データの活用 平方根 ２次方程式

対話文読解 長文読解 Ｉｔ～ｔｏ…の文 リスニングテスト 自由英作文 

【地理】地理分野総合 【歴史】歴史分野総合 【公民】日本国憲法と基本的人権まで

小問集合（復習問題） 天気とその変化 遺伝の規則性と遺伝子  

【化学】化学変化と原子・分子 【物理】電流とその利用 

裏面に続く

 

日 曜 学校行事等 持ち物・提出物 

11 月 
５０分授業×６ ３年生５・６カット ①学活（生活アンケート・自習） 

三者面談希望調査配布 
白衣           

12 火 ５０分授業×６  

13 水 ５０分授業×５ ⑤試験勉強 職員会議 掃除なし・引率下校   

14 木 ５０分授業×６ ⑤⑥（受験写真撮影） よむＹＯＭＵワークシート  

15 金 期末考査１日目（美術・英語・国語） 三者面談希望調査締切 白衣持ち帰り 

１組 １１/11 月 １１/12 火 11/13  水 11/14  木 11/15  金     ２組 １１/11 月 １１/12 火 11/13  水 11/14  木 11/15  金 

１ 学活 理科 社会 社会 美テ １ 学活 国語 社会 理科 美テ 

２ 体育 英語 理科 体育 英テ ２ 国語 英語 社会 家庭 英テ 

３ 英語 数学 英語 数学 国テ ３ 英語 数学 英語 数学 国テ 

４ 数学 体育 音楽 国語  ４ 数学 社会 国語 体育  

５ 面 

談 

社会 道徳 英語 ５ 面 

談 

体育 道徳 英語 

６ 技術  総合 ６ 理科  総合 

３組 １１/11 月 １１/12 火 11/13  水 11/14  木 11/15  金 ４組 １１/11 月 １１/12 火 11/13  水 11/14  木 11/15  金 

１ 学活 英語 理科 体育 美テ １ 学活 英語 国語 家庭 美テ 

２ 理科 社会 国語 英語 英テ ２ 社会 体育 社会 英語 英テ 

３ 社会 体育 美術 社会 国テ ３ 体育 国語 理科 体育 国テ 

４ 体育 理科 社会 数学  ４ 理科 社会 美術 数学  

５ 面 

談 

国語 道徳 理科 ５ 面 

談 

理科 道徳 社会 

６ 数学  総合 ６ 数学  総合 

ブルースター  
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文化祭を終えて １組 田 拓海 

 僕が文化祭を終えて思ったことは、三年一組で合唱ができて本当に良かったという事です。僕が一年

生、二年生の時は合唱を歌う気持ちになれず、しっかり歌うことが出来ませんでした。でも、三年一組に

は、そんな自分を歌う気持ちにさせてくれた仲間が沢山いました。そのおかげで僕は合唱を真剣に取り組

もうと思うことが出来ました。僕が文化祭で頑張ったことは、歌詞をしっかり覚えて全力で歌う事と、ク

ラス全員で頑張ることです。今まで僕は全力で歌い切ったことがありませんでしたが、このクラスは全力

で取り組もうという雰囲気があり、そのおかげで取り組むことが出来ました。そうさせてくれたのは文実

の二人や先生、クラスの人達です。その人達には本当に感謝しかありません。文化祭を通して更にクラス

の仲が深くなったと思います。この文化祭を通して、僕は大きく成長したと思います。友達と協力する大

事さとこれからの人生に向けて希望を見い出す事が出来ました。この合唱コンクールで学んだ事をこれか

らの進路や学校生活に活かせるように、合唱コンクールの練習で身に着けた一つの目標に向かって頑張る

ことや、皆で協力する事を大切にしてこれからの学校生活を送っていきたいです。 

 

最後の舞台 ２組 坂口 愛佳 

 目の前で手をたたいて盛り上がっている同級生。奥からスポットを当ててくれたり、オタ芸をしてくれ

たりする文実。横でソロを吹く、中学校生活の殆どを一緒に過ごした吹部の仲間。舞台からそんな景色が

見えた。もうこんな最高の景色を見ることは出来ないんだなと思うと、名残惜しい気持ちで一杯だった。

そう思えたのは文化祭に本気で取り組めたからだろう。一週間前、このままだと文化祭終わるなと思うほ

どの出来だった演奏は、見違えるくらいに上手くなった。まともに現実を見た人間というのは、とてつも

ないスピードで成長するものである。何となく嬉しい気持ちになった。一年生にはこんなに伸び代がある

んだと分かったからだ。本番は三年目にして一番の盛り上がり。私たち三年生の最後の舞台は、松五にい

る全員からのお祝いみたいで楽しかった。合唱も賞こそつかなかったけれど、三年間で一番楽しかった、

当たり前だが初めての曲、初めてのメンバー、そして初めての伴奏を経験した。去年まではアルトパート

で合唱に参加していたので、心強く感じられていたが、今年は代わりのいない伴奏。自分にしかそれが出

来ないという責任とやったことのない経験という二つのワクワクで頭と心が一杯だった。緊張もあったが

歌詞にもある通り『あとは楽しむだけ』と思って本番に臨んだ。ミスはあったし、合唱も合ってなかった

気がするが、この曲をできて良かったなと思った。これからの受験勉強でも大変なことが多いと思うが、

合唱のように楽しむことを意識していきたい。 

 

文化祭 ２組 藤本 駿太郎 

 運動会の時の作文を読んだらこんなことが書いてあった『楽しみで頑張って練習した運動会はもう終わ

ってしまった。次は修学旅行と考えている間にもう終わったのかの繰り返し』今はそれどころではない、

文化祭が終わっている。そして受験が終わるまでは行事がない。タイムマシンはないから、もっと気をつ

けるべきだった。今年の文化祭は本当に楽しかった。合唱コンクールはクラスの皆が、最優秀賞を目指し

て団結しているのを見て、凄くいいなぁと言葉では表せない楽しさと嬉しさで一杯になった。本番も皆の

士気がすごく上がって絶対勝てると感じた。結果負けてしまったけれど、最高の合唱が出来た。合唱で凄

い印象的なのは、陸仁の指揮と三組の合唱。まさかこんなに合唱で心を動かされるとは思っていなかった 

舞台発表の部はどの演目も、一人一人が堂々としていて凄くかっこいいと思ったし、こんなに大勢の前で

最高のパフォーマンスが出来るのは尊敬する。特に心に残っているのは吹部の演奏だ。照明で後ろのスポ

ットだったから、皆が凄い盛り上がっているのが良く見えたし、自分もめっちゃ盛り上がった。三年男子

文実四人でペンライト振りながら飛び跳ねてた。正直去年の三倍くらい盛り上がっていたと思う。発表が

終わった後、色んな人に聞いたら『本当に楽しかった』という意見が多かった。自分は照明だったので楽

しんでくれて良かったなという気持ちと、最高に楽しかったという気持ちがある。最後の文化祭に最高の

演奏が聴けて良かった。まだ楽しかったなぁーという余韻が消えない。今年の文化祭は一生忘れないと思

う。後悔とかもないし、自分の全力出したし、皆も全力出してた。これは行事が楽しくなる条件の一つだ

と思う。文実としては『ありがとう』とも思う。一、二年生、来年は今年よりももっと楽しい文化祭にし

てほしい。『あっ、受験か』 

  

 クラスの事、部活の事、同級生の活躍ｅｔｃ。それぞれの立場の思いを載せてきました。スペースの

関係で４組の作文は来週号に掲載予定です。 


